

























































































































ているということです。やはり秋学期、10 月、11 月になると 4回以上欠席と
いう学生が出てきてしまっているということがわかりました。【スライド⑦-9】
　先生方に全般の傾向について伺いました。そうすると、非常に優秀、まじめで
日本人学生にもいい刺激を与えていると答えられた先生がこのくらいの数値です。
それから、日本人学生と遜色ない、ほとんど同じだという回答がありまして、こ
れを合わせると、だいたい60％から80％ぐらいということで、先生から見ると、
留学生はよく勉強しているというふうに見えるということです。
　あとは、やや難があるがついていけているということですけれども、秋学期に
なると、その困難さが見えてくるというんですかね。春学期はまだよく先生も見
えていないところがあるのかもしれないですけれども、秋学期になると、その困
難さが見えてくるというところがあるのかなと思いました。【スライド⑦-10】
　それで、全般的な所見ですが、ほとんどの教員は、一般学生と区別しないで対
応してきました。あまり全体としては問題を感じていないと答えられた先生が多
かったです。日本語の会話に難がある、困難があるというふうに答えた先生も少
ないです。
　それから、ほかの学生にプラスの効果を与えている事例もあると。例えば、ベ
トナムからの留学生がいるということで、ゼミの話題も、じゃあベトナムはどう
なっているのというようなことで議論が弾んで、日本人学生もベトナムについて
いろいろ調べたというようなことで、プラスの効果が上がっているという例もあ
りました。
　ただ、全体としては、日本語の長文の作文に苦労をしているということで、秋
学期の小論文完成の際に、日本語が正しく書けないで指導に苦労したと先生自身
が答えているというものがあります。
　これから見ると、若干、教員からは留学生が抱える困難がまだ十分見えていな
いのではないかなという印象も持ちました。【スライド⑦-11】
　それで、基礎ゼミナール担当の先生方に日本語能力について聞きました。そう
すると、日本語能力についてはやはり「まだ日本語にくせがあり細かく添削した」
とか、「正しい日本語表現で書き上げるのは難しいのかもしれない。こちらも添
削はしたけれども全て修正するのは困難であった」と。それから、「テキストは
理解している。日本語のテキストは理解しているんだけれども、普段聞きなれな
い語彙などに対してとまどう場合が時折見られる。この先生が例を挙げていたの
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は、例えば、日本的労使関係とか日本的雇用慣行という言葉、日本の学生はだい
たいわかるんだけれども、留学生の方々はわからないということで、そこで理解
がとまってつまずいてしまってるというようなものでした。
　それから、情報処理入門の担当の先生は、ワープロですけれども、日本語入力
の際に難しい漢字ですね。これは日本人でもときどき時間がかかるんですけれど
も、難しい漢字を入力することが難しいというような回答がございました。これ
が、基礎ゼミ担当の先生方の自由記述欄ということです。【スライド⑦-12】
　ただ一方で、留学生は、勉学意欲が高いというようなことを言ってくれており
ます。もっと難しい高度な内容を勉強したいと、日本人学生はのんびりしている
んですけれども、それよりはもっと意欲的にガツガツ勉強したいという留学生も
いるということです。先ほど言ったように、出身国と比較するようなテーマに取
り組んでいて、日本人にも非常に効果を与えています。それから、コミュニケー
ション能力が高い留学生もいるというようなことで、これはプラスの評価のとこ
ろ集めました。【スライド⑦-13】
　次は低単位留学生からの聞き取りについてです。これはかなり丁寧に行いまし
た。時間をかけて、場合によってはそこを指導の場として行いました。やはり長
い文章を書くのは大変だということとか友達をつくる機会がない。バイト先の知
り合いが相談相手だというようなこともありました。日本語は話せるんだけれど
も、ただやっぱり難しい専門用語が理解できない。それから、これは結構、重要
なんですけれども、サークルには所属したけれども脱退したと。サークルに入っ
て日本人と親しくしようとしたんだけれども、なかなかうまくいかなかったとい
うので脱退したというのがありました。それから、ここは書きませんでしたが、
サークルに入る時期は4月ですね。4月の初めにサークルの勧誘がありますので、
そこでサークルに入れるといいんですけれども、留学生の方は日本のそういう慣
行を知らないので、そのタイミングでサークルに入らない。機会を逸してしまい、
サークルに入りたかったけれども入れなかったという声をあとで聞きました。あ
と、アルバイトをしてしまったというのもあります。それから、韓国の留学生で
すけれども、あとはやっぱり非漢字文化圏の留学生の人は漢字に苦労していると
いうことがよくわかります。あと、専門のゼミに落ちているということですね。【ス
ライド⑦-14】
　これらの課題について、経済学部がどういう対応をしているかについて触れて
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おきます。まず、留学生についての状況は、全ての教員で情報共有するようにし
ております。それから基礎ゼミナールの担当者会議とか情報処理入門の科目の担
当者会議というものを定期的に開いておりますけれども、そこで、留学生に留意
配慮しようということを確認しております。
　それから、2018 年度から始めたんですけれども、留学生懇談会を開催いたし
ました。これは、経済学部と大学院にいる留学生時全員に呼びかけまして、教員
との懇親会を開きました。夜、食事と飲み物を出して、アルコールは出してはい
けないということだったので無しですが、自由に意見交換をして、何が困ったこ
とがあったらいつでも先生に相談できるようにということをやりました。これは
非常に評価が高かったです。
　それから、現在始めているのが、日本人学生による交流支援グループを組織化
するということです。いろいろな他学部、他大学のチューター制度とかバディ制
度とかを研究したんですけれども、一対一で、マン・ツー・マンで行うよりは、
日本人学生のグループと留学生とグループ交流のほうが効果的ではないかという
ことになりまして、現在、この秋学期から試行的に始めました。この 4月から
本格実施をするということにしております。【スライド⑦-15】
　今後の課題ですけれども、きょうお話を聞く中で別の課題も浮き上がってきま
したが、まずは、経済学の専門的な授業についていけるようにしなければいけな
いということがあります。経済学日本語、つまり、日本語での経済学の専門用語。
これを 2年次に進学する前に教えることができないかということがございます。
これは少し今、検討中です。それから、やはり文章が書けないといけないという
ことで作文能力をどうやって身につけさせるかということです。それから、非漢
字圏の出身者に対する漢字教育をどうするかということです。
　それから、専門ゼミに入らない留学生が多いのですけれども、専門ゼミへの所
属率を向上させる必要がある。それから、特定の専門ゼミ、きょういらっしゃっ
ている厳先生のゼミなんですけれども、留学生が集中する傾向があります。この
先生だと中国語が通じるとか、そういう理由で集中する傾向があるのですけれど
も、それをどういうふうに改善するかというようなことがあります。
　ただ、やはり入学時までに日本語能力をどの程度求めたらよいのかということ
は、私たちも現在、試行錯誤しています。入学して授業について行けないといけ
ないと思う一方で、多くの潜在能力を持った優秀な留学生に来てほしいという気
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持ちもあります。ですから、その点をどういうふうにバランスをとっていくのか
ということが経済学部にとって非常に大きな課題になっているということでござ
います。
　以上です。ありがとうございました。【スライド⑦-16】
○丸山　ありがとうございました。
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